
資料９９－２ 

東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会

社の第一種指定電気通信設備に関する接続約款の変

更の認可（広帯域伝送サービスに係る改定）について 

（諮問第３１２２号） 
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諮 問 第 3 1 2 2 号 

令 和 元 年 ９ 月 2 7日 

 

 情報通信行政・郵政行政審議会 

  会長 多賀谷 一照 殿 

 

 

 

 

         総務大臣 高市 早苗 

 

 

 

 

諮  問  書 

 

 

東日本電信電話株式会社（代表取締役社長 井上 福造）及び西日本

電信電話株式会社（代表取締役社長 小林 充佳）から、令和元年９月

20日付け東相制第19-00058号及び西設相制第９号により、電気通信事業

法（昭和59年法律第86号）第33条第２項の規定に基づき接続約款の変更

の認可申請があった。 

当該申請について審査した結果、同条第４項各号のいずれにも適合し

ていると認められるため、同条第２項の規定により認可することとした

い。 

上記のことについて、同法第169条第１号の規定により諮問する。 

 

以上 
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東
日
本
電

信
電
話
株
式
会
社

及
び

西
日
本
電

信
電

話
株

式
会
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第
一
種
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定
電
気
通
信
設
備
に
関
す
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接
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約

款
の
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更
の
認
可
申
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に
関
す
る
説
明

（
広

帯
域
伝
送
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
改

定
）

令
和

元
年

９
月
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審 査 結 果 
（広帯域伝送サービスに係る改定について） 

  

 電気通信事業法施行規則（昭和 60年郵政省令第 25号。以下「施行規則」という。）、第一

種指定電気通信設備接続料規則（平成 12年郵政省令第 64号。以下「接続料規則」という。）

及び電気通信事業法関係審査基準（平成 13年１月６日総務省訓令第 75号。以下「審査基準」

という。）の規定に基づき、以下のとおり審査を行った結果、認可することが適当と認められ

る。 

審  査  事  項 審査結果 事 由 

１ 施行規則第 23 条の４第１項で定める箇所にお

ける技術的条件が適正かつ明確に定められてい

ること。（審査基準第 15条(1)ア） 
－ 

変更事項なし 

２ 接続料規則第４条で定める機能ごとの接続料

が適正かつ明確に定められていること。（審査基

準第 15条(1)イ） 
適 

接続料は接続料規則第４条に規定する機

能ごとに定められており、かつ、接続料は適

正かつ明確に定められていると認められる。 

３ 第一種指定電気通信設備を設置する電気通信

事業者及び当該指定電気通信設備とその電気通

信設備を接続する他の電気通信事業者の責任に

関する事項が適正かつ明確に定められているこ

と。（審査基準第 15条(1)ウ） 

－ 

変更事項なし 

４ 電気通信役務に関する料金を定める電気通信

事業者の別が適正かつ明確に定められているこ

と。（審査基準第 15条(1)エ） 
－ 

 変更事項なし 

５ 施行規則第 23 条の４第２項で定める事項が適

正かつ明確に定められていること。（審査基準第

15条(1)オ） 

 

 

－ 

 

 変更事項なし 

６ 接続料が接続料規則に定める方法により算定

された原価に利潤を加えた金額に照らし公正妥

当なものであること。（審査基準第 15 条(2)） 
－ 

変更事項なし 

７  接続の条件が、第一種指定電気通信設備を設置

する電気通信事業者がその指定電気通信設備に

自己の電気通信設備を接続することとした場合

の条件に比して不利なものでないこと。（審査基

準第 15条(3)） 

適 

 自己の電気通信設備を接続することとし

た場合の条件に比して不利なものとする旨

の記載は認められない。 

８  特定の電気通信事業者に対し不当な差別的取

扱いをするものでないこと。（審査基準第 15 条

(4)） 
適 

特定の電気通信事業者に対し不当な差別

的取扱いをする旨の記載は認められない。 
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電
気
通
信
事
業
法
第
33
条
第
２
項
に
基
づ
く
第
１
種
指
定
電
気
通
信
設
備
と
の
接
続
に
関
す
る
契
約
約
款
の
一
部
改
正

 

旧
 

新
 

 第
１
章
  
総
則

  

（
端
末
回
線
線
端
接
続
事
業
者
の
料
金
及
び
技
術
的
条
件
等
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
４
条
 
当
社
は
、
端
末
回
線
線
端
接
続
事
業
者
と
接
続
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
接
続
形
態
が
当
社
の
契
約
者
と
同
一
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
接
続
に
係
る
料
金
の
計
算
及
び
支
払
い
、
接
続
料
（
番
号
案
内
機
能
等
、
端
末
間
伝
送
等
機
能
、
端
末
回
線

伝
送
機
能
２
－
１
－
１
－
１
第
７
欄
及
び
端
末
回
線
伝
送
機
能
設
置
手
続
費
に
係
る
も
の
を
除
き
ま
す
。
）
、
当
社
が
回
線
ご

と
に
行
う
機
能
の
利
用
の
解
除
及
び
停
止
並
び
に
技
術
的
条
件
（
技
術
的
条
件
集
形
態
１
に
別
に
定
め
る
も
の
を
除
き
ま
す
。
）

の
う
ち
、
そ
の
接
続
す
る
役
務
の
種
類
に
応
じ
、
各
々
の
契
約
約
款
に
規
定
さ
れ
て
い
る
部
分
（
選
択
制
に
よ
る
通
話
料
金
の

月
極
割
引
、
高
額
利
用
に
係
る
基
本
額
の
割
引
及
び
長
期
継
続
利
用
に
係
る
基
本
額
の
適
用
を
含
み
ま
す
。
）
に
つ
い
て
、
第

１
条
（
約
款
の
適
用
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
当
社
が
事
業
者
向
け
割
引
料
金
を
設
定
し
、
協
定
事
業

者
か
ら
の
接
続
申
込
み
を
承
諾
し
当
該
料
金
を
適
用
す
る
ま
で
の
間
は
そ
の
契
約
約
款
の
料
金
表
を
準
用
し
、
そ
の
他
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
そ
の
契
約
約
款
の
規
定
（
施
設
設
置
負
担
金
の
差
額
負
担
に
係
る
規
定
を
含
み
ま
す
。
当
社
が
回
線
ご
と
に
行

う
機
能
の
利
用
の
解
除
及
び
停
止
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
契
約
約
款
の
当
社
が
行
う
契
約
解
除
及
び
利
用
停
止
に
係
る
規
定
と
し

ま
す
。
）
を
準
用
し
ま
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
片
端
が
当
社
の
契
約
者
で
あ
る
専
用
回
線
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
専
用
サ

ー
ビ
ス
契
約
約
款
に
定
め
る
施
設
設
置
負
担
金
の
支
払
い
は
要
し
ま
せ
ん
。
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光
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－
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光
信
号
端
末
回
線
及
び
光
信
号
中
継
回
線
に
係
る
料
金
と
組
み
合

わ
せ
て
適
用
し
ま
す
。
 

      

6



１
－
１

 
網
改
造
料
の
対
象
と
な
る
機
能

 

区
 
 
分
 

備
 

 
考
 

(
1)
～

(6
8)
 
（
略
）
 

（
略
）
 

（
略
）
 

    

 
 
１
－
１

 
網
改
造
料
の
対
象
と
な
る
機
能
 

区
 
 
分
 

備
 
 
考
 

(
1)
～
(6
8)
 
（
略
）
  
  
  

 
  
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
 

（
略
）
 

（
略
）
 

(
69
)
 

光
回

線
設

備

に
係

る
拠

点
間

通

信
機
能
 

光
信
号
端
末
回
線
又
は
光
信
号
中
継
回
線
と
接
続
す
る
当
社
の
装
置
に
お

い
て
、
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
フ
レ
ー
ム
を
伝
送
す
る
２
拠
点
間
の
広
帯
域
通
信

を
実
現
す
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の
改
正
規
定
は
、
認
可
を
受
け
た
後
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速
や
か
に
実
施
し
ま
す
。
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用

し
、

そ
の

他
の

部
分

に
つ

い
て

は
、

そ
の

契
約

約
款

の
規

定
（

施
設

設
置

負
担

金
の

差
額

負
担

に
係

る
規

定
を

含
み

ま
す

。
当

社
が

回
線

ご
と

に
行

う
機

能
の

利
用

の
解

除
及

び
停

止
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
契

約
約

款
の

当
社

が
行

う
契

約
解

除
及

び
利

用
停

止
に

係
る

規
定

と
し

ま
す

。
）

を
準

用
し

ま
す

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

片
端

が
当

社
の

契
約

者
で

あ
る

専
用

回
線

の
場

合
に

つ
い

て
は

、
専

用
サ

ー
ビ

ス
契

約
約

款
に

定
め

る
施

設
設

置
負

担
金

の
支

払
い

は
要

し
ま

せ
ん

。
 

 料
金

表
 

第
１

表
 

接
続

料
金

 

 
第

１
 

網
使

用
料

 

 
 
１

 
適

用
 

区
 
 
分

 
内

 
 
 

 
 
容

 

(
1
)～

(
7)
（

略
）

 
（

略
）

 

(
8
) 

端
末

回
線

伝
送

機

能
に

係
る

料
金

の
適

用
 

ア
～

ウ
 

（
略

）
 

エ
 
回

線
終

端
装

置
を

利
用

す
る

場
合

に
つ

い
て

は
、

２
（

料
金

額
）

２
－

１
－

１
に

掲
げ

る
料

金
額

に
２

－
１

－
２

第
１

欄
に

掲
げ

る
料

金
額

を
加

え
た

額
を

適
用

し
ま

す
。
 

 

  

 
第

２
 

網
改

造
料

 

１
 
適

用
 

区
 
 
分

 
内

 
 
 

 
 
容

 

(
1
)～

(
5)
（

略
）

 
（

略
）

 

           

 

第
１

章
  
総

則
  

（
端

末
回

線
線

端
接

続
事

業
者

の
料

金
及

び
技

術
的

条
件

等
）

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

第
４

条
 

当
社

は
、

端
末

回
線

線
端

接
続

事
業

者
と

接
続

す
る

場
合

に
お

い
て

、
そ

の
接

続
形

態
が

当
社

の
契

約
者

と
同

一
で

あ

る
と

き
は

、
当

該
接

続
に

係
る

料
金

の
計

算
及

び
支

払
い

、
接

続
料

（
番

号
案

内
機

能
等

、
端

末
間

伝
送

等
機

能
、

端
末

回
線

伝
送

機
能

２
－

１
－

１
－

１
第

７
欄

、
光

回
線

設
備

に
係

る
拠

点
間

通
信

機
能

及
び

端
末

回
線

伝
送

機
能

設
置

手
続

費
に

係
る

も
の

を
除

き
ま

す
。

）
、

当
社

が
回

線
ご

と
に

行
う

機
能

の
利

用
の

解
除

及
び

停
止

並
び

に
技

術
的

条
件

（
技

術
的

条
件

集
形

態
１

に
別

に
定

め
る

も
の

を
除

き
ま

す
。

）
の

う
ち

、
そ

の
接

続
す

る
役

務
の

種
類

に
応

じ
、

各
々

の
契

約
約

款
に

規
定

さ
れ

て
い

る
部

分
（

選
択

制
に

よ
る

通
話

料
金

の
月

極
割

引
、

高
額

利
用

に
係

る
基

本
額

の
割

引
及

び
長

期
継

続
利

用
に

係
る

基
本

額
の

適
用

を
含

み
ま

す
。

）
に

つ
い

て
、

第
１

条
（

約
款

の
適

用
）

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

料
金

に
つ

い
て

は
、

当
社

が
事

業
者

向
け

割
引

料
金

を
設

定
し

、
協

定
事

業
者

か
ら

の
接

続
申

込
み

を
承

諾
し

当
該

料
金

を
適

用
す

る
ま

で
の

間
は

そ
の

契
約

約
款

の
料

金
表

を
準

用
し

、
そ

の
他

の
部

分
に

つ
い

て
は

、
そ

の
契

約
約

款
の

規
定

（
施

設
設

置
負

担
金

の
差

額
負

担
に

係
る

規
定

を
含

み
ま

す
。

当
社

が
回

線
ご

と
に

行
う

機
能

の
利

用
の

解
除

及
び

停
止

に
あ

っ
て

は
、

そ
の

契
約

約
款

の
当

社
が

行
う

契
約

解
除

及
び

利
用

停
止

に
係

る
規

定
と

し
ま

す
。

）
を

準
用

し
ま

す
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
片

端
が

当
社

の
契

約
者

で
あ

る
専

用
回

線
の

場
合

に
つ

い
て

は
、

専
用

サ
ー

ビ
ス

契
約

約
款

に
定

め
る

施
設

設
置

負
担

金
の

支
払

い
は

要
し

ま
せ

ん
。
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１
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料
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適

用
 

区
 
 
分

 
内

 
 
 

 
 
容

 

(
1
)～

(
7)
（

略
）

 
（

略
）

 

(
8
) 

端
末

回
線

伝
送

機

能
に

係
る

料
金

の
適

用
 

ア
～

ウ
 

（
略

）
 

エ
 
回

線
終

端
装

置
を

利
用

す
る

場
合

に
つ

い
て

は
、
第

１
表
（

接
続

料
金

）
第

２
（

網
改

造
料

）

１
－

１
（

網
改

造
料

の
対

象
と

な
る

機
能

）
第

6
8欄

を
適

用
す

る
と

き
を

除
き

、
２

（
料

金
額

）

２
－

１
－

１
に

掲
げ

る
料

金
額

に
２

－
１

－
２

第
１

欄
に

掲
げ

る
料

金
額

を
加

え
た

額
を

適
用

し
ま

す
。
 

  
第

２
 

網
改

造
料

 

 
 
 
１

 
適

用
 

区
 
 
分

 
内

 
 
 

 
 
容

 

(
1
)～

(
5)
（

略
）

 
（

略
）

 

(
6
)
 

光
回

線
設

備
に

係
る

拠
点

間
通

信
機

能
の

適
用

 

光
回

線
設

備
に

係
る

拠
点

間
通

信
機

能
の

料
金

に
つ

い
て

は
、
第

１
表
（

接
続

料
金

）
第

１
（

網

使
用

料
）
２
（

料
金

額
）
に

規
定

す
る

光
信

号
端

末
回

線
（

光
局

外
ス

プ
リ

ッ
タ

を
含

ま
な

い
も

の
に

限
り

ま
す

。
以

下
、
こ

の
欄

及
び

１
－

１
（

網
改

造
料

の
対

象
と

な
る

機
能

）
第

68
欄

に
お

い
て

同
じ

と
し

ま
す

。
）
又

は
光

信
号

端
末

回
線

及
び

光
信

号
中

継
回

線
に

係
る

料
金

と
組

み
合

わ
せ

て
適

用
し

ま
す

。
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１
－

１
 

網
改

造
料

の
対

象
と

な
る

機
能

 

区
 
 
分

 
備

 
 
考

 

(
1
)～

(
67
)（

略
）

 
（

略
）

 
（

略
）

 

    

  
１

－
１

 
網

改
造

料
の

対
象

と
な

る
機

能
 区

 
 
分

 
備

 
 
考

 

(
1
)～

(
67
) 

（
略

）
 
  
 
 

（
略

）
 

（
略

）
 

(
6
8)

 
光

回
線

設
備

に
係

る
拠

点
間

通

信
機

能
 

光
信

号
端

末
回

線
又

は
光

信
号

中
継

回
線

と
接

続
す

る
当

社
の

装
置

に
お

い
て

、
イ

ー
サ

ネ
ッ

ト
フ

レ
ー

ム
を

伝
送

す
る

２
拠

点
間

の
広

帯
域

通
信

を
実

現
す

る
た

め
の

機
能

 

  
 
 
 

 
 
 
 

   附
 則

 

こ
の

改
正

規
定

は
、

認
可

を
受

け
た

後
、

速
や

か
に

実
施

し
ま

す
。
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